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特定非営利活動法人 バングラデシュと手をつなぐ会                       

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

                                  2010 年 4 月 29 日（祝）、 

                                  五ケ山の新緑の中で開催されたオカリナ・コンサート  

  

                                  会場で、会の活動やバングラデシュの民芸品を紹介しました 

                                                （本号 6～7 ページで活動報告掲載） 
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TEL＆FAX：０９２－８４４－１３６９ 

ホームページ：http://bangla.npgo.jp 

 
※「ミロン」は一つになる、手をつなぐという意味のベンガル語です。 
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現 地 で の 活 動 

国 内 で の 活 動 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

バングラデシュと手をつなぐ会では、現地ＮＧＯ「ションダニ･ションスタ」に毎年活動資金を提供。 

相互のパートナーシップのもとに現地活動を支援しています。 

現地で「ションダニ・ションスタ」は、主に次のような活動をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ジャパニ小学校の建設とその後の運営支援～“みんなのための教育”を！ 

② 貧しくて学校へ行けない子どものために奨学金制度の実施 

③ 就学に必要な費用を得るための支援として仔牛の奨学金プロジェクトの実施 

④ ションダニ・スクール„小・中・高校‟の建設・運営～“質のよい教育”を！ 

教 育 

 

① 妊婦健診や出産、産後のフォロー、一般診療を行う母子保健センターの建設・運営 

② カラムディ村の近隣の村々にソーシャルワーカーが赴き巡回検診 

③ カラムディ村から遠い村にも拠点を置き定期的に出張診療„サテライト･クリニック‟ 

④ 医療設備の充実、緊急患者対応のための救急車の配備 

 

保健医療 

 

① 生活に必要な収入が得られるよう支援する肉牛貸し出しプロジェクト 

② 村の女性を対象に、足踏みミシンの職業訓練 

 

生活向上 

① 総会„毎年５月‟、理事会„毎月２回‟、事務局による活動方針の決定や運営 

② 会報誌『ミロン』を年４回発行 

③ 現地訪問やスタディツアーの開催と、その報告会開催や報告書作成 

④ 学習会、バングラ料理教室、チャリティコンサート、チャリティバザーの開催 

⑤ 出張講師や各種イベントでのブース出展などにより、活動紹介などを行う 

 

 ◆ アジアの子どもたちの未来のために ◆ 

皆様方のご理解とご協力、いつもありがとうございます。 

特定非営利活動法人 バングラデシュと手をつなぐ会 
バングラデシュ西部のメヘルプール県・カラムディ村やその周辺地域で 

現地の村人による開発のための委員会「ションダニ・ションスタ」と協力して 

《教育》 《保健医療》 《生活向上》 の分野で活動を行っています。 

 

これら現地の活動は、関心を寄せてくださる多くの方々のご理解とご協力によって支えられています。 

そのような支援の輪をより広げるため、国内では次のような活動を行っています。 
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総会を終えて 

 

5 月の総会が終わりました。今年の総会は例年にもまして、熱心な討議が行われま

した。会の運営をめぐって、いろんな意見が出されました。イベントに追われること

なく活動を計画的に行おう、手順をマニュアル化し、担当が変わっても確実に行動で

きるようにしよう、長期的な目標を明確にし、一つ一つの活動を積み重ねて行こう、

といったことが確認されました。それらは活動体としては、当たり前のことではあり

ます。しかし、当たり前のことを当たり前として実行できるためには、活動の理念と

目標が共有され、理事を中心としたメンバーの責任の自覚と、活動への積極的な関わ

りが欠かせません。 

NPO は、利益を目的とする企業とは異なり、社会への貢献、それを通しての自己実

現を主な目的としています。その分、メンバー一人一人の理想への挑戦と貢献が要請

されます。決して強制するわけではありませんが、NPO 活動も事業である以上、社会

的責任、個々人の責任を果たしてはじめて成り立つものだと考えています。 

 

かつてアメリカ大統領になったジョン・F・ケネディが就任演説で語った言葉が、

当時中学生だった（たぶん）私は、印象に残っています。もちろん日本語訳で読んで、

それから英語を勉強したのですが。その一節を皆さんと共有したいものです。 

 

「国家が君に何をしてくれるかを問うのではなく、 

君が国家に何をなし得るのかを問いたまえ」 

Ask not What Your Country can do for you! Ask What you can do for your Country! 

 

（バングラデシュと手をつなぐ会 代表 二ノ坂 保喜） 

 

 

 

ミロン 122 号目次 

あいさつ、目次 1 

2010 年度総会報告 2～3 

カラムディ村便り 4～5 

イベント報告  ・4/11 チャリティバザー 

         ・4/29 五ケ山／オカリナ・コンサート 

         ・5/31 福岡中央ロータリークラブでの卓話 

         ・6/13 オカリナ・チャリティ・コンサート 

6～7 

夏の現地訪問  ・参加者募集案内 

・第 1 回事前研修の報告 
8 

 会計報告、お知らせ、これからの行事予定 9 
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2010 年度総会報告 
（理事  堀 哲也） 

 5 月 9 日（日）14:00 から、「（特活）バングラデ

シュと手をつなぐ会」2010 年度総会が、にのさかク

リニック 2 階ホールで開催されました。総会出席者

22 名、欠席に伴う委任状提出者 27 名で、正会員数

102 名の 5 分の 1 以上に達し、定款に規定されてい

る総会の開会要件を満たし、開催となりました。あ

と、非会員 8 名の方の参加もありました。 

 議長に平山理事が選出され、議案書に沿って、ラ

フマン理事より 2009 年度事業報告を、杉園理事よ

り 2009 年度収支報告を受けました。収支報告にお

いて、昨年度は 606,439 円の赤字となり、イベントへの支出の増加と会費収入の減尐が原因では

ないかとの報告がありました。二案は審議を経て、承認されました。 

 今年度は役員の任期満了により、役員改選案が二ノ坂代表から提案されました。同時に、「顧問」

という役職の新設案とそれに伴う定款の変更案も提案され、いずれも承認されました。（新役員と

定款の変更につきましては、次頁をご覧ください）。 

 続いて二ノ坂代表から 2010 年度活動方針案と事業計画案が、杉園理事から 2010 年度収支予算

案がそれぞれ提案され、審議を経て、承認されました。 

 総会の後、「くるんて～ぷの会」代表、「（特活）NGO 福岡ネットワーク（FUNN）」事務局長

の原田君子さんと FUNN 事務局の本田正之さんによる講演が行われました。原田さんからは「く

るんて～ぷの会」の活動状況や運動に関わるきっかけ、FUNN との出会いとそこでの学びについ

て、本田さんからは本当の国際協力とは何か？の考察について、それぞれの話がありました。 

 

2010 年度活動方針は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期的な計画・活動 

カラムディ村において、地元の人材を育て、地元に定着をはかり、更に広い地域に人

材を供給できるよう、「ションダニ・ションスタ」による看護学校を設立する構想を考

える。また生活向上の面においては、ミシン教室の作品を商品として販売できないか

を検討するために、まずはこれら 2 点について調査にあたる予定です。 

計画的な活動 

 昨年度はイベントが立て続けに行われ、その活動に追われて、スタッフが疲弊しまし

た。今後は活動も計画的にすすめます。年間の一つひとつのイベントをていねいに企

画・準備し、『ミロン』の計画的な編集などにも取り組みます。 

長期的な視点、計画的な活動のために、NGO としての学びを。 

 「（特活）NGO 福岡ネットワーク（FUNN）」による NGO カレッジやその他の活動を

通じての他団体との交流や、バングラデシュからの留学生やバングラデシュ関係の他

団体との学びあいも大切です。長崎の「バングラデシュの母子保健センターを支援す

る会」との交流、協力関係は今後も継続します。 

会員を増やそう。具体的な勧誘行動を。 

 理事や会員の一人ひとりが、自分の身のまわりにいる人たちにイベントへの参加や、

会員としての参加を直接あるいは手紙やメールで呼び掛けるなど具体的に行動する工

夫をします。 
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2010 年度総会にて承認された役員は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

これまで理事をつとめていただいた木村喜郎、八尋俊二の両氏は退任されました。本当にご苦労

様でした。 

 

なお、「顧問」の新設に伴い、定款が以下のように変更になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会を終えて―                      （理事  濱元 裕子） 

総会というのは、報告や計画を聞いたりそれに対して質問をしたり、それによって新たな資料

の提示を受けたりしながら、日頃の疑問を解決するいい機会です。今回の総会ではそれをとても

強く感じました。今回の疑問解決や納得が次の活動につながり、多くの方々にこれからも気持ち

良くご参加いただけるといいなと思っています。 

出席してくださった会員さんからも、このような感想をいただいています。 

 

 

 

 

 

      

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表   二ノ坂 保喜       副代表  ラフマン モクレスール 

理事   杉園 順代   理事   濱元 裕子         

理事   平山 正明        理事   矢野 孝明 

理事   堀 哲也 （新任）    理事   待鳥 信昭（新任） 

監事   松原 弘明         

顧問   河内 英一（新設）    顧問   八木 良子（新設）       

（顧問） 

第 21 条 本会は、理事会の決議により、顧問を置くことができる。 

２ 顧問は、代表の諮問に応じて助言を行い、又は理事会の要請があるときは、これに

出席して意見を述べることができる。 

３ 顧問に関する必要事項は、理事会の議決を経て別に定める。 

（旧）第 21 条以降を、＋1 条として読み替える。 

 

総会に出席しての感想                   （会員  佐藤 純） 

疑問に思っていたものが総会でいくつか解決しました。一つ目は、「バングラデシュと手を

つなぐ会」の原点といえるジャパニ小学校の様子についてです。現地 NGO「ションダニ・

ションスタ」がジャパニ小学校に現在、金銭的援助を行なっていないのは、ジャパニ小学校

が公立学校となり、職員の給料など運営費用を政府が担っているからです。現在、教育を受

けられない子供たちにはションダニ・ションスタが奨学金や仔牛の奨学金を行なっています。 

二つ目は、なぜションダニ･スクールに支援をしなければならないのかについてです。答え

としては、「夢みるこども基金」の使い道について、ションダニ・ションスタでは国の将来を

担う人材づくりのためにモデル校をつくりたいと念願していたのに対し、日本側は教育を受

けられない子供達へ支援すべきだという意見の対立が起きました。このため「手をつなぐ会」

は、ションダニ・スクールへ直接的な金銭援助はしていないとのことでした。ションダニ・

ションスタの予決算書に手をつなぐ会からの援助金 300 万円の使途が詳細に明示されてお

り、確認することができます。 

また、総会を通して今回私が考えたことは、母子保健センターの医師・看護師など医療従

事者の活動で地域住民の信頼感が高まっていますが、カラムディ村に長く滞在する医師が尐

なく看護師も足りないという問題があります。だからこそ現地で熱心に活動を行っている医

療従事者への援助をしていきたいと思いました。 
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～カラムディ村便り～  

（副代表 ラフマン モクレスール） 

 

ションダニ・スクールの第 10 学年卒業試験の成績が先日発表され、100％

の合格率を達成し、メヘルプール県内の学校ランクは 1 位となりました。 

 

バングラデシュでは、学力水準を全国的に同等に保つため、全国一斉に第 10 学年と第 12 学年

で卒業試験が行われます○注。教育委員会主導で試験問題が作成され、試験も教育委員会と行政の

指導で行われます。採点は県外の学校の教員が行い、教育委員会にその成績を報告します。成績

はＡ＋からＦまでの 7 段階評価で発表されます。全ての教科において 80％以上の習得者はＡ＋で、

Ｆは不合格です。ションダニ・スクールからは今年 54 名の生徒が卒業試験を受け、その内 13 名

はＡ＋で、Ａは 25 名です。両方合わせれば 70％以上になります。不合格は 1 人もいませんでし

た。この二つの試験成績は大学進学の際とても重要視されます。たとえばダッカ大学入学試験願

書を提出するには第一条件としてＡ以上でなければなりません。医学部や工学部にはＡ＋の成績

が求められます。日本で学力競争や学歴社会などが時々問題として取り上げられることがありま

すが、バングラデシュにおいてこの競争はしばらく続くでしょう。 

 

昨年 11 月から今年 4 月にかけて、JICA の寄付金を受け、ションダニ・シ

ョンスタのスタッフをダッカ近郊の医療研修機関「ゴノシャスト・ケンドロ」

に派遣しました。派遣したのは、ヘルス・コーディネーター○注 1 名とソーシ

ャル・ワーカー○注 6 名の計 7 名です。彼らは、二期に分かれてそれぞれ 3 ヶ

月間の研修を終え、職場に復帰しました。 

その後の活動状況についてションダニ・ションスタの事務局長から報告が来ましたのでここで

紹介します。 

 ソーシャル・ワーカーたちが研修に行っている間、サテライト・クリニック（出張診療）が

予定通りに活動できませんでした。1 期生は研修から帰ってきてフィールド○注で働く意欲を示

しました。しかし 2 期目にまた 3 人のソーシャル・ワーカーが研修に行ったために 1 期生の 3

人はほとんど巡回検診や病院内で働かざるをえませんでした。全ての研修が終わったのは 4 月

末です。その後、スタッフは職場に戻り、現在、看護師、ソーシャル・ワーカーやヘルス・コ

ーディネーターは病院での仕事をしながら自発的かつ定期的にフィールドに出て行き、計画的

に活動をしています。活動内容は妊婦さんの確認、検診、乳幼児健診、母子死亡率削減、家族

計画などについてです。 

昨年のションダニ・スクールの校長やヘルス・コーディネーターの日本での研修、今回のソ

ーシャル・ワーカーのダッカでの研修はとても有意義なものでした。以前、スタッフはなかな

かフィールドに行きたがりませんでした。しかし今そのような話は全く聞こえません。また、

今年また 2 人のスタッフが訪日できるだろうというメッセージは非常にプラスになっていま

す。選ばれた人たちだけではなく、ほかのスタッフも刺激を受け、活動に新しい力が働いてい

るようです。自分たちにもいつかこのような機会があるだろうとみんなは夢を抱いているよう

です。 

 

○注バングラデシュの教育制度は小学校（1～5 年）、中学校（6～10 年）、高校（11～12 年）でその後大学等へ進

む。  ○注ヘルス・コーディネーター＝村人の医療の必要性を把握し、それを病院側に伝え、適切な対策をとる。

医療関係者と村人の調整役。  ○注ソーシャル・ワーカー＝村に出ていって、村人の衛生教育、妊婦や母子に対

する相談役。基本的に巡回検診を行う。  ○注フィールド＝病院以外での何らかの活動場所をさす。 

教育 

医療 
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以下研修に参加したスタッフの感想文の一部を紹介します。 

エクラムール ホーク（ヘルス・コーディネーター） 

開発戦略、プロジェクトについての認識、リーダーシップ、動機づけの仕方、職員のマネー

ジメント、チームワーク、問題解決法、情報伝達、管理や監督、記録や報告、安全な飲み水、

プライマリ・ヘルスケア○注、生活向上に関するプロジェクトの立て方、災害時の対応の仕方

などについて研修を受けました。この研修はこれから私がションダニ・ションスタの活動を

遂行する上で大変に役に立つと思います。すでに得られた知識を元にションダニ・ションス

タの 2010 年度の予算作成をしました。 

最後に、私にこの様な研修機会を与えてくださった関係者、特に JICA や「バングラデシュ

と手をつなぐ会」、また更に日本人の皆さんに感謝をしたいです。 

マルフィア カトゥン（ソーシャル・ワーカー） 

研修は農場で働くことで一日が始まりました。バングラデシュでは一般的に農場で働くのは

男性の仕事だと思っていましたので、最初は戸惑いました。しかし生きるためにどんな仕事

もしなければならないと思い、今までの信念を考え直しました。 

アシュラフンネサ（ソーシャル・ワーカー） 

この研修で一番大きな収穫は、社会的障害を乗り越えていかに活動をするか、その知識を得

ることでした。たとえば毎朝農場で働くこと、自転車に乗ること、水泳、清掃、寮での平等

生活などは私にとって新しい経験でした。これらの経験に基づいてこれから仕事に従事した

いです。 

スルタナ・ヤスミン（ソーシャル・ワーカー） 

ションダニ・ションスタで長い間ソーシャル・ワーカーとして働いていますが、専門的な研

修は今回が初めてです。母子保健に関する研修領域は広くて、短い時間ですべて理解するこ

とが難しかったです。しかし、細かく計画された研修内容やインストラクターの先生たちの

親切な指導のおかげで様々なことを学ぶことができました。社会活動への女性の参加、宗教

的支配を乗り越えての女性の社会進出、自転車に乗って村人の近くに行くことなどがとても

勉強になりました。 

アンジュマンアラ カトゥン（ソーシャル・ワーカー） 

研修スケジュール以外にも私は「ゴノシャスト・ケンドロ」が運営している病院の外来、病

棟の仕事、患者さんや付き添いの人たちとの接し方など興味を持って見てきました。 

サビナ カトゥン（ソーシャル・ワーカー） 

私たちは毎朝早く起きて農場で仕事をしなければいけませんでした。自転車に乗って村に出

て行ったり、水泳もしました。これらの経験は今までなかったので最初は尐し戸惑いました。

しかし、だんだん慣れてきて楽しくなりました。研修で学んだことをこれから自分の活動に

生かしたいと思っています。 

スマイヤ カトゥン（ソーシャル・ワーカー） 

このような研修は私にとって初めての経験

です。母子保健センターと「ゴノシャスト・

ケンドロ」の病院や医療サービスの間に共

通したものはたくさんあります。だからこ

こでの研修は大いに役に立ちます。また研

修修了証書もいただきました。これも私に

とって初体験です。とても嬉しく思います。

関係のみなさんや機関に感謝しています。 

 

（写真：ヘルス・コーディネーターの研修風景） 

 

○注プライマリ・ヘルスケア＝健康を基本的な人権と考え、すべての人が健康をめざし、そのために地域住民を

主体とし、人々の基本的ニーズに応え、問題を住民自らの力で解決していくアプローチをいう。 
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 イベント報告                 
 

 

チャリティ・バザー  

 4 月 11 日（日）12 時 30 分から、にのさかクリニック駐車場で「バン

グラデシュと手をつなぐ会」チャリティ・バザーを開催しました。 

いつでも雨が降りそうな空模様で、12 時 30 分から、オカリナ・グルー

プ「ひまわり」のメンバーが数曲、演奏しました。13 時 15 分からバザー

を開始、今回もにぎやかなバザーになりました。食バザーは、お弁当、野

菜、漬物類、パウンドケーキ、クッキー、バングラデシュのカレーなど多

彩な出店となりました。天候がよくないこともあり、120 人ほどの参加で、途中で一時、小雨に

なりました。それでもみなさんには、たくさんのお買い物をしていただけたようです。｢会｣を応

援、支援していただく方々から、たくさんの品々をご提供いただき、ありがとうございました。

秋のチャリティ・バザーは、10 月 24 日（日）に決まっています。「バングラデシュと手をつなぐ

会」ならではのチャリティ・バザー、次回もぜひご参加ください。（一） 

 バザー収益は、募金も含め 107,867 円でした。ありがとうございました。 

 

 

（小野真衣子 佐賀大学 学生） 

 1 月 23 日に佐賀大学で行われた映画上映・講演会のイベントで、講師として来ていただいてい

たラフマンさん、矢野さんに出会いました。映画上映会の後に、春の「バングラデシュと手をつ

なぐ会」のチャリティ・バザーの案内をいただき、初めてこの集まりに参加しました。 

売り手スタッフをするのは初めてのことでしたのでドキドキしていましたが、地元の方の笑顔

と会話をしながら、やりとりができたので、とても楽しく、心が温まりました。当日いたただい

たバングラデシュのカレーも、とても美味しかったです。このイベントに参加したことで、日本

にいてもできる、学生にもできる国際協力について、なにかヒントがいただけたような気がしま

す。大学のなかでも、こういったチャリティ・バザーが開催できたらと感じました。そして、気

軽に参加させていただけるこの会に感謝しています。  

これからも、このような活動にたくさん参加していきたいです。貴重な体験をさせていただき、

ありがとうございました。 

 

五ヶ山／オカリナ・コンサート 

4 月 29 日の祝日、東背振山麓にある五ヶ山豆腐店で「五ヶ山／オカリ

ナ・コンサート」が開かれました。14 時の開演から 180 人ほどの参加者

でした。 

4 回目となったこの野外演奏会は、主催：オカリナ・グループ「ひまわ

り」で、今回から協力として「バングラデシュと手をつなぐ会」も加わり

ました。 

出演は、山の音楽家「Shana」、「ひまわり FOUR」に、背振村のオカリナ・グループ：マム･

マム・マミー、津軽三味線の太田さん、オカリナの西野さんらのゲストがあり、山麓にひびく多

彩なコンサートでした。バングラデシュの民芸品販売も好評で、たくさんの品々をお買い求めい

ただきました。ご協力ありがとうございました。（一） 

 民芸品販売 30,260 円、募金 6,538 円をいただきました。ありがとうございました。 

 

4 月 11 日 

ボランティアの声 

4 月 29 日 
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（毛利奈津子 福岡市早良区在住） 

知人の誘いで初めて参加しました。「宗次郎」が大好きでコンサートにも行っていたこともあり、

五ヶ山／オカリナ・コンサートには大きな期待をしていました。 

前日までは天候不安定でしたが、気持ちのよい野外コンサート日和になり、とても嬉しかった

です。初めて二ノ坂先生の司会のお声を聞き、オカリナ演奏も気持ちよく聴くことができました。

（私もオカリナを練習したくなりました）。野外コンサートに相応した青空、山々の木々の自然に

囲まれての Shana さんの演奏とおしゃべりは、とてもすばらしく私の心にやさしく溶けこみまし

た。無料で聞けたのもラッキーでした。今回の津軽三味線尐年とおじいちゃんの唄にもとても感

激しました。意外なゲストでとても得をした感じでした。世界を自転車で駆けまわる風変わりな

青年と演奏。音楽は世界の共通、あの小さなオカリナで通じるところにも感動しました。オカリ

ナの音色もすばらしく、またお話しを聞きたい青年でした。 

自然の美しさに囲まれたアットホームなコンサート、初めての経験で心がほのぼのとした感じ

で帰りました。でも、無料はもったいないかなあ。 

 

福岡中央ロータリークラブでの卓話（スピーチ） 

（副代表 ラフマン モクレスール） 

5 月 31 日（月）昼から西鉄グランドホテルで行われた福岡中央ロータ

リークラブの定例会に参加しました。実は、「バングラデシュと手をつな

ぐ会」の 1 人の会員から紹介していただき、定例会で私たちの活動につい

て話をしてくれないかと誘いがありました。平日の昼には時間を取るのが

難しいですが、でもこのようなチャンスを逃がすのももったいないと思い、

その誘いを引き受けました。定例会に約 60 名の参加があり、昼食後、私は 25 分の時間をいただ

きました。自己紹介や挨拶だけで約 5 分経過。バングラデシュの紹介や「手をつなぐ会」の活動

紹介などに残りの時間を当てました。早口でしゃべりました。みなさんの心にどれぐらい残って

いるか分かりませんが、みなさんは熱心に聞いていました。この場を借りて、ロータリークラブ

会員のみなさんに感謝したいです。 

 

オカリナ チャリティ・コンサート   （会員 市田 嘉昭） 

 6 月 13 日（日）、14 時から福岡市早良区野芥にある「にのさかホール」

（にのさかクリニック 2 階）で、オカリナ・グループ「ひまわり」による

バングラデシュ・チャリティ・コンサートが開かれました。 

開演直後には、「ひまわり」のメンバーの友人や家族、「バングラデシュ

と手をつなぐ会」会員、ご近所の方々、福祉施設のみなさんの参加で 75

人ほどになり、超満員になりました。アニメの主題歌「となりのトトロ」

ではじまり、なつかしい歌、世界の名曲、ミュージカル曲、「水色のワルツ」、「りんごの唄」など

昔のヒット曲など 14 曲を演奏、最後は｢ふるさと｣で全員合唱して幕を閉じました。演奏曲に合わ

せて歌い、心あたたまるバングラデシュ・チャリティ・コンサートになりました。 

 1 部と 2 部のあいだでは、待鳥理事が「手をつなぐ会」の話をして、運動への理解と協力、支

援をうったえました。終演後は、「ひまわり」の出演者と手をつなぐ会の会員と懇親会を開き、交

流を深めました。オカリナ・グループ「ひまわり」のみなさん、民芸品をお求めいただいた方、

募金をしていただいた参加者のみなさんへ、厚くお礼を申しあげます。 

民芸品販売 20,750 円、募金（にのさかクリニック募金箱含む）36,800 円を 

いただきました。ありがとうございました。 

来場者の声 

5 月 31 日 

6 月 13 日 
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今年も夏の現地訪問に向けて着々と準備が進んでいます。

夏のバングラデシュは（とにかく）暑い!!（情熱が）熱い!!

（人が）篤い!!日本にいてはもったいない!! 現地で一緒

に、見て・知って・考えて、貴重な体験をしましょう。 

 

◆期間：2010 年 8 月 15 日(日)～8 月 26 日(木) 

◆訪問日程： 

15 日(日) 福岡→(経由地)／16 日(月) (経由地)→ダッカ／17 日(火)ダッカ→カラムディ村 

17 日(火)～23 日(日) カラムディ村「ションダニ・ションスタ」の病院・学校の見学・交流活動 

23 日(月) カラムディ村→ダッカ／25 日(水) ダッカ→(経由地)→26 日(木) 福岡 

※経由地について、当初バンコク経由を予定していましたが、現地状況を見て香港経由への変更も検討中です。 

◆費用：19 万円（航空運賃・現地滞在費）  ※ビザ代・海外旅行保険代が別途必要になります 

◆企画・実施：HIS 

◆申し込み方法：電話または FAX で、「バングラデシュと手をつなぐ会」事務所（TEL&FAX  

 092-844-1369）か、「にのさかクリニック」（TEL&FAX 092-872-1136）へお知らせください。 

 

◆事前研修：合計 5 回 

より充実した訪問のため、研修会でバングラデシュや村の生活、「手をつなぐ会」や「ションダニ・

ションスタ」の活動について学んだり、村でやりたいことなどを話し合ったりします。途中から

の参加も歓迎します。 

◇第 1 回 5 月 29 日(土)  あすみん バングラデシュってどんな国？／「手をつなぐ会」について 

◇第 2 回 6 月 26 日(土)  同上 現地訪問の趣旨・概要／現地 NGO との関係について 

◇第 3 回 7 月 17 日(土)  にのさかクリニック 

 活動予定とスケジュール／昨年の参加者による現地紹介 

◇第 4 回 7 月 31 日(土)  同上 現地 NGO の視点／昨年の参加者の経験談・質問受けます 

◇第 5 回 8 月  7 日(土)  同上  全体的な説明／壮行会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回事前研修のご報告 

5 月 29 日福岡市中央区大名の『あすみん』にて、今年の現 

地訪問に参加を検討されている方と、現地訪問事前研修の第 1 

回目を行いました。まずラフマン副代表が、写真スライドを用 

いて『バングラデシュとはどんな国？』をテーマに、バングラ 

デシュの歴史・政治・文化の紹介を行いました。そして、ニノ 

坂代表が『いのちと向き合う～バングラデシュと手をつなぐ会 

20 年の活動を通じて学んだこと』というタイトルで、教育・保

健医療・生活向上という３つの活動の柱について紹介を行いました。今回は現地訪問の事前研修

のイントロダクションという設定でしたが、この研修を通し、途上国との手のつなぎ方、支援関

係のあり方を改めて考える良い機会となりました。ご参加いただいた 10 名の皆様、ありがとうご

ざいました。 

この研修は途中からの参加も受け付けておりますので、現地訪問にご興味をお持ちの方、参加

を検討している方も是非お越しください。次回は 7 月 17 日(土)17 時から予定しております。 
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 (敬称略、6 月 13 日現在) 

●新会員紹介 

・松本愛明 ・吉川道雄 ・武原芳子 ・井上純子 ・末松俊哉 ・佐藤善信 ・加月日佐子 

・浦田貴子 ・矢田玲子 ・山本護 

●募金者 

・塩澤久子 ・三根勝子 ・村里ヤヨイ ・上野すぎえ ・松本愛明 ・矢田修一  

・にのさかクリニック募金箱 ・匿名（バザー会場にて） ・今給黎靖子 ・越智吉郎  

・Shana ・姫野良美 ・水山マサ子 ・匿名 ・宮石建治 ・谷本綾子 ・富田桂子 

・松田純子 ・宮坂純子 ・安田妙子 ・山崎博敏 ・阿部千鶴 ・はぴね福岡野芥  

・バングラデシュの母子保健センターを支援する会 ・八木良子 ・刀坂成子 

・五ケ山／オカリナ・コンサート会場募金箱 ・チャリティバザー会場募金箱   

・総会会場募金箱 ・バングラデシュ・チャリテイ・コンサート会場募金箱 

●旅費カンパ  ・山下久代 

●物品提供  ＜はがき＞ ・瀬角南 ・堀哲也   ＜サリー＞ ・濱元裕子 

 

 

 

 

 

 

ホームページがリニューアルしました！ 

アドレスはこれまで通り、http://bangla.npgo.jp/ です。 

このホームページ、実はバングラデシュで作られているんですよ。 

皆様ぜひアクセスしてみてください。 

 

 

 

日にち 内容 場所 

7月 1日(木)19:00～ 理事会 西新事務所 

7月 4日(日) ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ･ﾃﾞｰ＠こくさいひろば 

(主催：ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ人の会) 

アクロス福岡 3F 

こくさいひろば 

7月 17日(土)17:00～ 現地訪問第 3回事前研修 にのさかクリニック 

7月 22日(木)19:00～ 理事会 西新事務所 

7月 31日(土)17:00～ 現地訪問第 4回事前研修 にのさかクリニック 

8月 7日(土) 現地訪問第 5回事前研修／壮行会 にのさかクリニック 

8月 15日(日)～26日(木) 夏の現地訪問 バングラデシュカラムディ村 

9月 2日(木)19:00～ 理事会 西新事務所 

9月 16日(木)19:00～ 理事会 西新事務所 

10月 3日(日) 現地訪問報告会 にのさかｸﾘﾆｯｸ or あすみん 

10月 24日(日) 秋のチャリティバザー にのさかクリニック駐車場 

11月 7日(日) 地球市民どんたく ブース出展 

(主催：(財)福岡国際交流協会他) 

アクロス福岡 2F 

 

会計報告 

その他 4 月 11 日のバザーには多くの品物を提供いただきましてありがとうございました。 

お蔭様でたくさんの商品が集まり、ご来店の皆様にとても喜んで楽しんでいただき盛大なバ

ザーとなりました。 

いつも皆様のご協力に感謝申し上げます。ありがとうございます。  ＜会計：杉園順代＞ 

 

これからの行事予定 

お知らせ 

http://bangla.npgo.jp/　です。
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